
中中濃濃地地区区第第２２回回合合同同例例会会  開開催催ごご案案内内  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恵那発 人づくり、ファンづくり、会社づくり 
～隣の人が買ってくれないモノを、遠くの人は買ってくれない～ 

報告者；（株）恵那川上屋 代表取締役 鎌田 真悟氏 
＜業種；和洋菓子製造販売 http://www.enakawakamiya.co.jp＞ 

【報告者ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ】 １９６３年（昭和３８年）３月２４日生まれ。中津商業高校卒業後、東京の菓子店にて修行。昭和６２年瑞浪店を開業。 

平成４年、恵那峡店開店に伴い、本社を移転。地元の農家とともに恵那栗の拡大を手掛け、現在８４名の超特選栗部会のメンバーと良質 

な栗きんとんを作るための栗生産を行い、地域ブランドの確立を目指す。 

 

  □日 時 ／ ３月１８日（木）午後６：００～ 受付 午後６：３０～ 例会 

  □会 場 ／ 多治見市文化会館 ２Ｆ大会議室 

多治見市十九田町2-8(国道19号線沿い) TEL<0572>23-2600㈹ 

  □参加費 ／ 無 料（お知り合いの経営者を誘ってご参加下さい） 

 
※出欠席のご連絡は同友会事務局までお願いします。 ℡＜０５８＞２７３－２１８２ 

ＦＡＸ＜０５８＞２７４－８７９８ E-Mail;info@gifudoyu.jp まで 
 

キ リ ト リ 線 

◎３月１８日（木） 中濃地区第２回合同例会に・・・ 

 

 

◇ 出席します  ◇ 欠席します 
～どちらかに○を付けて下さい！～ 

 

 

企業名                  氏名                     
※同友会の会員以外の方ご記入下さい。 会社住所；                          

         ＴＥＬ＜    ＞  －        ＦＡＸ＜    ＞  －         

1963年生まれ、父親が創業した菓子店を継ぎ1998年に社長就任。地域の銘菓「栗きんとん」

の原料として地元生産の栗にこだわり、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ「恵那栗」の構築に尽力し生産量を短期的に倍増

させました。昨年農業法人を立ち上げ、栗の生産から栗菓子の商品開発から販売まで一貫して手

掛けています。 

販売戦略としては、「都会の百貨店に出店するより、地元に買いに来て恵那の良い所も一緒に見

て欲しい」との思いから地元優先、恵那市と周辺地域に限定。商品開発と平行してファン（口コ

ミ顧客）づくり、みんなが羨ましがるような店づくりに力をいれ、現在では年商 16 億円の会社

へ成長させました。一方会社経営では原点回帰を合言葉に、新しく社内に「ものづくりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」

を立ち上げ、会社組織のｽｹﾗｯﾌﾟ＆ﾋﾞﾙﾄに挑戦してみえます。 


